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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、地方企業が積極的に国際ビジネスを展開するようになったパラダイ
ムシフトを解明するために、地方企業の持続性に着目し、ダイナミックな理論化を試みた。地方企業の国際化の
キーコンセプトの一つとして、社会情緒的資産（SEW)の重要性を発見した。そして、ケーススタディと広島地域
の400社の経営状況と海外進出の関係性の実証分析を行った。
本研究の成果としては、試論として「地方の中小企業・同族企業の国際ビジネスの変移・パラダイムシフトのパ
ターン化」を提示した。さらに、国内で研究がほとんど行われていない地方企業の海外進出について動態的な実
証研究を行った。

研究成果の概要（英文）： A purpose of this study is to find out the paradigm shift that a regional 
firm came to present an international business positively. Therefore, we attempted dynamic 
theorieization focused on the sustainability of a regional firm. As one of the key concepts of an 
internationalization of a regional firm, we recognized the significance of socioemotional wealth 
(SEW).  As a result of this study, we showed "patternizing of the paradigm shift of the 
international business of a regional small and medium-sized firms". Furthermore, we performed the 
dynamic-empirical study on overseas expansion of a regional firm.

研究分野： 国際ビジネス

キーワード： 地方企業　国際ビジネス　海外進出　社会情緒的資産　同族経緯

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、企業の海外進出の多くの研究が大企業を対象に行われてきた。それに対し、本研究は、地方企業、中
小企業および同族企業を対象にしている。これらの企業は、大きな資産や競争力を有していないが、事例研究を
重ねるとそのストーリー性が見えてくる。そして、その動向を輸出型、国内回帰型、国内シフト・撤退型、国内
重視型、国内外バランス型、グローバル展開型としてパターン化を試みた。
　また、地方企業には同族経営が多く、その海外進出は従来の理論では説明しきれない。そこで、同族支配、名
声、評判、愛着、社会との繋がりといった社会情緒的資産が重要な要素であることを明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
地方企業の一部は、昨今伝統的、保守的な経営を見直し、アジアをはじめ積極的に国際ビジネ

ス展開をするようになってきた。さらに最近では、地方において労働力確保が困難なことから、
地方の中小製造業は生産拠点の海外移転をしたり、海外の人材を国内製造現場で利用したりす
るようになってきている。また、サービス業は、以下の点で国際化に対応している。 

一つは、地方経済の縮小に対応して積極的に海外進出を図っている企業、もう一つは、インバ
ウンドに対応する企業である。本研究は、①地方企業が積極的に国際ビジネスを展開するように
なったパラダイムシフトを解明する。そして②地方企業が国際ビジネスをするにつれ、組織能力
を向上させ、人材開発を行い、国内外の事業全体を持続・発展させていくプロセスを調査する。
③地方のサービス産業による海外顧客に対応するマーケティングやマネジメントシステムを研
究する。最後に、④地方企業の持続性に着目し、ダイナミックな理論化を追究するものである。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、十分に理論研究がなされていない地方企業の国際展開と外部環境への対応に
ついて追究するために、様々なアプローチから理論研究及び実証研究を行う。以下の４つの点は
独創的であり、ユニークな結果が予見される。 
(1)対象地域のユニーク性：今回研究対象としている北陸、北関東、山陽の地方小企業には世界
的シェアをもっている企業がある。また、極めてニッチな市場を守り続けている中小企業もある。
それらを比較研究することで地方企業のモデリングができる。 
(2)外部ファクターとの関係性：画一的な中小企業研究とは異なり、中国をはじめとする進出国
経済の変動、新たな FTA の成立などが地方企業へ及ぼす影響を捉えている。 
(3)既存理論の補完性：これまでの戦略論、多国籍企業理論などは大企業中心で、静態な研究と
言われる。地方企業の動態的研究を通じて、それらの理論が補完できる。 
(4) 「日本の地方企業の国際ビジネスの持続的発展モデル」の提示：外部環境の変化、地域コミ
ュニティ、及び経営理論という 3 次元的なアプローチの研究を行う。それらを研究することか
ら導かれる「日本の地方企業の国際ビジネスの持続的発展モデル」の研究は、ほとんど行われて
おらず独創性を有するものといえる。 

本研究の成果が、今後の地方企業の戦略や地方自治体の政策に対して示唆を与える動態的な
研究を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 研究方法は以下の 3 つの方法から行う。 
(1)研究対象地域の企業による外部環境変化の認識と対応策に関するリサーチ 

地方企業のグローバル・サプライチェーン(SCM)におけるポジションを捉え、海外展開の要因
を、マーケティングや技術、サービス、人材の面から把握する。 
(2)地方企業の先行研究のサーベイ 

地方企業の国際事業展開を分析するための基礎理論としては多角的なアプローチが必要であ
り、本研究では、以下の６つの面から理論研究を行う。①国際ビジネス理論、②ソーシャル・キ
ャピタル論、③地域企業論、④技術優位論、⑤国際マーケティングや SCM 論、及び⑥人材開発・
組織論である。まず、先行研究のサーベイと理論的な問題点の抽出を行い、現状に対応した理論
のハイブリッド化を追究する。 
(3)実態調査－インタビュー調査および実証研究 

現状把握のためインタビュー調査の積み上げを行う。それには、以下の４つのアングルから行
う。①当該地域の地方・中小企業への調査により、現在の問題と国際事業への取り組みの程度を
把握する。次に、②すでに外国に進出している地方企業の現地調査である。また、③当該地域お
よび外国進出地域への行政機関等への調査を行う。 

さらに、④広島地域の企業 400 社を対象に 2005 年から 15 年間の経営状況と海外進出の関係
性の実証分析を行う。 
 
４．研究成果 

本研究は、①地方企業が積極的に国際ビジネスを展開するようになったパラダイムシフトを
解明すること、②地方企業が国際ビジネスをするにつれ、組織能力を向上させ、国内外の事業全
体を持続・発展させていくプロセスを調査すること、③地方のサービス産業による海外顧客に対
応するマーケティングやマネジメントシステムを研究すること、そして④地方企業の持続性に
着目し、ダイナミックな理論化を試みることである。 

京浜・山陽・北部九州・北陸企業 14 社、東南アジアの日系及び現地企業等 19 社と 3 機関、ロ
シア・中央アジア 4 社である。例えば、地方の食品会社がマレーシアやタイに進出し、これまで
の現地と本国への供給に加え、現地でイスラム教のハラール認証を得ることで、グローバル志向
をもつようになった企業に、2019 年度は現地法人、2020 年度は本社の担当者にヒアリング調査
を行った。その他同様の調査を２社行った。このような訪問調査を通して地方企業の海外進出の



 

 

動向について帰納的な研究を行った。 
これらの調査を踏まえて、学会・研究会報告と論文・コラム、書籍の中で発表し、さらに市民

向けの講座等で発表を行った。例えば、岸本寿生、大東和武司、清水さゆり、ヌルハイザルアザ
ムアリフは、第 27 回国際ビジネス研究学会全国大会において、フォーラム「ローカル・中小企
業の国際ビジネスのパラダイムシフト」を企画した。大東和武司は、地域企業にかかわる研究会
を上智大学と関東学院大学で開催、さらに九州大学・九州産業大学でワークショップ「国際ビジ
ネス研究における『地域』企業をめぐって」を開催した。そして、共著『国際ビジネスの現実と
地平』（文眞堂）の中で、地域企業の発展について３ステップの進化プロセスを提唱した。また、
ヌルハイザルアザムアリフは、市民講座でフード・ダイバシティ概念を通して、中小飲食店等の
国際化の取り組みを紹介した。 
また、これまでの調査企業を対象に地方の同族企業による海外進出の意思決定と社会情緒的

資産（SEW)の影響についてケーススタディを行った。国内の研究ではあまり取りあげられていな
い SEW の概念の明確化と同族企業の海外進出について追究した。その結果は、2021 年 5 月国際
ビジネス研究学会中四国部会で 「中堅・中小企業の海外進出 －日系同族企業の事例－」、さら
に、8 月同学会関西部会・関東部会合同部会で「地域同族企業の国際化-その制約と克服にかか
わるひとつの検討-」で発表した。 

さらに、これらのケーススタディをベースに、広島地域の企業 400 社を対象に 2005 年から 15
年間の経営状況と海外進出の関係性の実証分析を行った。これは、「同族企業」、「地域企業」、「上
場・未上場企業」の海外直接投資に関する実証研究の試みであり、対外直接投資における日本の
同族企業の特異性および SEW の要因について実証研究を行った。その結果は、11 月国際ビジネ
ス研究学会第 28 回全国大会において、「同族企業の異質性と海外進出の関係」として発表した。 
本研究の成果としては、試論として「ローカル・中小企業の国際ビジネスの変移・パラダイムシ
フトのパターン化」を提示した。さらに、国内で研究がほとんど行われていない地方企業の海外
進出について動態的な実証研究を行った。 
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